
クロームブック活用のルール  竜王中学校 

 

１ 目的 

○ これからの学びは、先生から「教えてもらう」ものから、自分で「学ぶ」ものへと変わ

ります。自分から調べたり、考えを伝え合ったりする道具として使用してください。ま

た自分で課題を見つけ解決を目指す学習にも挑戦しましょう。 

 

２ 使用する場面 

○ 普段の授業では先生の指示に従って使用します。家庭では、ノートやプリントでやってい

たように、宿題や課題に取り組みます。自動採点機能や記録をもとに、個別に最適化され

た学習が可能となります。また、レポートやプレゼンテーションの作成や調べ学習などの

課題が出されることもあります。 

 

３ 使い方 

○ 学校ではインターネット検索、教科書コードの読み取り、ドリルで問題を解く、友だちと

考えを伝え合う、学んだことを知らせ合う、家庭では健康観察表を提出する、持ち帰った

クロームブックで学ぶ、欠席したときに学校の様子を知ることなどができます。詳しくは

先生からの説明を聞いてください。 

○ １人１つのアカウントが配布されますのでそれを使用してください。アカウントは卒業

まで使用します。卒業後と市外に転校となる場合に無効となります。家庭での使用の際ル

ータが必要な場合はかりることができます。（SIM 契約が必要、通信料は家庭負担）また、

屋外の free wi-fi 等には接続しないでください。目安として３０分利用したら目を休め、

目の健康のために３０センチ以上離して使用しましょう。 

○ 家庭で使った後は、必ず家庭で充電してから学校に持ってきましょう。 

 

４ 安全な使用 

○ 学習に不必要な言葉の検索には使いません。また、学習に関係のないサイトや画像・動画

を見ません。ゲームをしてはいけません。広告などをクリックしないようにしましょう。

使っていて困ったことがあったら、すぐに先生やお家の人に聞きましょう。 

○ 相手を傷つける内容、自分や他人の個人情報(名前や住所、電話番号など)等をネット上に

書き込みません。 

○ 使用するクロームブックにはフィルタリング制御が行われており、有害サイトへのアク

セスのブロックを行います。また、アプリのインストールや削除はできません。 

 

 

 

 

 



５ カメラ・ビデオ撮影の使い方 

○ 学習や行事などで目標を達成するために利用するときのみ撮影できます。人を撮影する

ときは許可を得てから撮影してください。（肖像権を意識するように）盗撮は犯罪であり、

法的に処罰されることがあります。また、Google Meet を使うと同時に多くの人と画面を

共有でき、オンライン授業やビデオ会議が可能になります。 

 

６ その他 

○ 家庭で不具合が起きたときは、まず家の人に相談し、それでも解決しないときは、次の日

に担任の先生に連絡しましょう。 

○ クロームブックは卒業する時などに学校に返却します。本体の中に自分のデータを入れ

ないようにしましょう（自分のデータは、クラウド（ドライブ）に保存してください） 


